
（
※
前
号
よ
り
続
く
）

問
題
４：

日
独
防
共
協
定
で
ド
イ
ツ

に
接
近
し
た
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ

ッ
ト
は
何
だ
っ
た
か
？

昭
和
11
年
11
月
25
日
、
広
田
弘
毅

首
相
は
日
独
防
共
協
定
を
締
結
し
た
。

こ
れ
は
、
対
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
協
定

で
あ
る
。
同
年
２
月
の
二
二
六
事
件

以
来
、
陸
軍
の
発
言
権
が
強
ま
っ
て

い
た
が
、
そ
の
陸
軍
に
は
、
連
盟
脱

退
後
の
孤
独
の
な
か
で
、
ド
イ
ツ
へ

の
接
近
を
主
張
す
る
声
強
ま
っ
て
い

た
。
そ
れ
が
こ
こ
に
実
現
し
た
も
の

で
あ
る
。

当
時
ド
イ
ツ
は
親
中
国
で
あ
り
、

軍
需
物
資
や
軍
事
顧
問
を
提
供
し
て

い
た
。
そ
の
ド
イ
ツ
と
の
提
携
で
あ

り
、
西
園
寺
公
望
な
ど
は
ド
イ
ツ
に

利
用
さ
れ
る
だ
け
だ
と
反
対
し
て
い

た
。
し
か
し
、
民
主
主
義
国
よ
り
も
、

ド
イ
ツ
の
よ
う
な
フ
ァ
シ
ズ
ム
、
国

家
社
会
主
義
の
国
は
、
日
本
に
合
う

新
し
い
国
家
像
と
映
っ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。

ま
た
、
推
進
派
は
、
イ
ギ
リ
ス
は

防
共
な
ら
反
対
し
な
い
は
ず
と
考
え

て
い
た
よ
う
だ
。
し
か
し
、
イ
ギ
リ

ス
の
反
発
は
強
か
っ
た
。
ア
メ
リ
カ

の
反
発
は
も
っ
と
強
か
っ
た
。
米
国

の
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
は
も
と
も

と
親
中
国
で
あ
り
、
こ
の
協
定
は
英

米
と
の
深
い
亀
裂
を
生
む
こ
と
と
な

っ
た
。

日
本
は
当
時
、
戦
略
物
資
の
７
割

を
英
米
に
依
存
し
、
石
油
は
90
％
以

上
を
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
輸
入
で
あ
っ

た
。
英
米
と
亀
裂
が
で
き
る
こ
と
は
、

経
済
的
に
重
大
な
影
響
を
生
む
も
の

だ
っ
た
が
、
陸
軍
は
締
結
を
急
い
だ
。

協
定
成
立
後
ソ
連
は
強
く
反
発
し
、

日
ソ
漁
業
協
定
締
結
を
延
期
し
て
き

た
。
ソ
連
に
と
っ
て
は
、
こ
の
協
定

に
よ
っ
て
ド
イ
ツ
と
日
本
に
挟
み
撃

ち
さ
れ
る
リ
ス
ク
が
生
ま
れ
る
こ
と

と
な
る
。
そ
の
た
め
、
日
本
軍
を
中

国
に
釘
づ
け
に
す
る
必
要
が
生
じ
、

中
国
の
共
産
党
軍
に
、
日
本
軍
を
中

国
に
く
ぎ
付
け
に
す
る
よ
う
指
令
を

出
し
た
と
い
わ
れ
る
。

そ
し
て
、
協
定
の
締
結
後
一
カ
月

も
た
た
な
い
平
成
11
年
12
月
12
日
、

西
安
で
張
学
良
が
蒋
介
石
を
監
禁
す

る
事
件
が
お
き
た
。
こ
れ
に
よ
り
国

共
合
作
（
第
二
次
）
が
成
立
し
、
蒋

介
石
は
完
全
に
敵
側
と
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
当
時
、
防
共
な
ら
蒋
介
石
を

協
定
に
取
り
込
め
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
そ

の
思
惑
も
全
く
逆
目
と
な
っ
て
し
ま

っ
た
。

ド
イ
ツ
と
の
接
近
は
、
日
本
に
と

っ
て
も
周
辺
に
と
っ
て
も
、
重
大
な

歴
史
上
の
分
岐
点
で
あ
っ
た
。
こ
の

協
定
を
進
め
た
メ
リ
ッ
ト
は
、
い
っ

た
い
ど
こ
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

問
題
５：
盧
溝
橋
事
件
が
な
ぜ
事
件

で
終
え
ら
れ
ず
日
中
戦
争
に
発
展

し
て
い
っ
た
の
か
。

（
１
）
昭
和
11
年
２
月
26
日
、
二
二
六

事
件
が
起
き
た
。
陸
軍
の
皇
道
派
青

年
将
校
の
ク
ー
デ
タ
ー
で
あ
る
。
当

時
、
農
村
部
の
経
済
的
困
窮
は
深
刻

で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
抜
本
的
な
対

策
を
出
そ
う
と
し
な
い
政
府
と
財
閥

の
癒
着
に
対
す
る
不
満
が
強
か
っ
た

よ
う
だ
。
そ
の
結
果
、
彼
ら
は
天
皇

親
政
に
よ
る
昭
和
維
新
を
唱
え
て
、

挙
に
出
た
の
だ
っ
た
。

当
時
、
陸
軍
に
は
統
制
派
と
皇
道

派
の
対
立
が
あ
っ
た
。
統
制
派
は
陸

大
出
身
者
が
多
く
、
陸
軍
大
臣
を
中

心
と
す
る
高
度
国
防
国
家
を
目
指
し

て
い
た
。
東
条
英
機
は
、
そ
の
統
制

派
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で

は
「
中
国
一
激
論
」
が
唱
え
ら
れ
て

い
た
。
中
国
な
ど
一
撃
す
れ
ば
言
う

こ
と
を
聞
く
よ
う
に
な
る
と
の
論
理

だ
。他

方
皇
道
派
に
は
、
反
ソ
、
反
共

の
た
め
に
は
蒋
介
石
軍
と
共
同
す
べ

き
だ
と
の
考
え
が
強
く
、
ア
メ
リ
カ

と
緊
張
感
を
高
め
る
こ
と
に
も
消
極

的
な
も
の
が
多
か
っ
た
。
こ
の
皇
道

派
に
よ
る
ク
ー
デ
タ
ー
が
失
敗
す
る

と
、
代
わ
っ
て
統
制
派
が
陸
軍
の
主

導
権
を
強
め
て
い
く
こ
と
と
な
り
、

中
国
や
英
米
と
の
緊
張
が
強
ま
る
の

は
必
然
で
あ
っ
た
。

（
２
）
昭
和
12
年
６
月
４
日
、
第
一
次

近
衛
内
閣
が
成
立
し
た
。
が
、
そ
れ

か
ら
わ
ず
か
１
カ
月
後
の
７
月
７
日
、

北
京
駐
屯
中
の
陸
軍
の
演
習
中
に
、

盧
溝
橋
事
件
が
起
き
た
。
最
初
に
発

砲
し
た
者
が
誰
か
は
諸
説
あ
る
が
、

両
者
に
数
十
名
の
死
者
が
出
る
戦
闘

状
態
に
な
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
７
月
９
日
、
政
府

は
不
拡
大
方
針
を
閣
議
決
定
し
、
現

地
の
北
平
で
は
、
７
月
11
日
停
戦
協

定
が
成
立
し
た
（
松
井
｜
秦
徳
純
協

第52回　自民党の改正草案検証（その９）
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■ 随想　「甘え」が日本を滅ぼす

定
）。
こ
れ
で
、
こ
の
事
件
は
終
息
す

る
は
ず
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
陸
軍
中
央
に
は
河
北

省
を
第
二
の
満
州
へ
と
主
張
す
る
も

の
が
多
く
、
こ
の
事
件
を
絶
好
の
機

会
と
考
え
て
い
た
よ
う
だ
。
彼
ら
は
、

拡
大
を
強
く
主
張
し
た
。
こ
れ
に
首

相
の
近
衛
、
外
相
の
広
田
も
同
調
し
、

外
務
省
東
亜
局
ら
の
強
い
反
対
を
押

し
切
っ
て
、
11
日
、
華
北
へ
の
派
兵

を
声
明
し
た
。
そ
れ
は
北
平
で
停
戦

協
定
が
成
立
す
る
数
時
間
前
で
あ
っ

た
。
こ
れ
が
北
支
事
変
の
勃
発
で
あ

り
、
不
拡
大
の
方
針
は
わ
ず
か
２
日

間
で
消
え
て
し
ま
っ
た
。

近
衛
文
麿
は
不
拡
大
の
撤
回
後
、

メ
デ
ィ
ア
関
係
者
を
集
め
、
協
力
要

請
を
し
た
。
７
月
20
日
に
は
、
第
二

次
華
北
派
兵
を
閣
議
決
定
し
て
、
同

月
28
日
、
北
平
や
天
津
で
攻
撃
を
開

始
し
た
。
近
衛
や
軍
は
６
カ
月
で
軍

事
行
動
は
決
着
が
付
く
と
考
え
て
い

た
よ
う
だ
が
、
事
変
は
泥
沼
化
し
て

い
っ
た
。

近
衛
文
麿
は
五
摂
家
筆
頭
の
家
柄

で
あ
り
、
１
８
０
セ
ン
チ
の
長
身
、

45
歳
と
い
う
若
さ
、
貴
公
子
然
と
し

た
風
貌
で
、
期
待
さ
れ
て
登
場
し
た
。

前
年
の
二
二
六
事
件
な
ど
暗
い
世
相

の
中
で
国
民
の
期
待
は
大
き
か
っ
た

よ
う
だ
。

満
洲
か
ら
の
支
配
地
域
拡
大
は
、

多
く
の
国
民
の
望
む
も
の
で
も
あ
っ

た
の
で
、
彼
は
そ
れ
に
答
え
た
か
っ

た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
近
衛
は
軍
や

官
僚
へ
の
基
盤
が
弱
か
っ
た
の
で
、

そ
の
要
望
に
答
え
て
地
位
を
確
保
し

た
い
と
い
う
意
識
も
働
い
た
よ
う
だ
。

彼
は
ま
た
、
教
育
勅
語
が
交
付
さ

れ
た
１
８
９
０
年
の
翌
年
、
１
８
９

１
年
生
ま
れ
で
あ
り
、
ま
さ
に
教
育

勅
語
で
育
っ
た
世
代
で
あ
っ
た
。
当

時
、
国
の
中
核
を
占
め
る
よ
う
に
な

っ
た
教
育
勅
語
世
代
は
、「
皇
祖
皇
宗

の
遺
訓
」
に
忠
実
で
あ
る
こ
と
が
、

人
間
と
し
て
最
も
重
要
な
こ
と
と

日
々
教
え
込
ま
れ
て
い
た
。

彼
と
国
民
の
中
核
は
、
教
育
基
盤

を
共
有
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
こ

の
こ
と
は
、
国
の
進
路
に
影
響
を
与

え
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

（
３
）
と
こ
ろ
で
、
外
務
省
東
亜
局
と

い
う
対
中
国
担
当
の
部
局
が
華
北
派

兵
に
強
く
反
対
し
た
こ
と
は
述
べ
た

が
、
満
州
事
変
を
起
こ
し
た
張
本
人

で
あ
る
参
謀
本
部
の
石
原
莞
爾
も
、

こ
の
戦
に
は
反
対
で
あ
っ
た
。
ス
ペ

イ
ン
戦
争
で
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
を
例
に

取
り
、「
底
無
し
沼
に
は
ま
る
こ
と
に

な
る
」
と
主
張
し
て
い
た
。
彼
ら
は
、

そ
の
後
の
日
本
の
運
命
を
正
確
に
見

越
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

（
４
）
北
支
事
変
は
、
そ
の
後
新
た
な

展
開
を
す
る
こ
と
と
な
る
。
翌
月
の

８
月
13
日
、
日
本
軍
が
上
海
で
奇
襲

攻
撃
を
受
け
、
日
本
の
租
界
が
包
囲

さ
れ
た
。
こ
れ
が
上
海
事
変
で
あ
る
。

国
民
党
軍
３
万
が
ド
イ
ツ
の
軍
備
援

助
と
軍
事
顧
問
５
０
０
人
を
え
て
準

備
を
し
、
攻
撃
し
て
き
た
の
だ
。

こ
れ
は
か
な
り
前
か
ら
計
画
さ
れ

て
い
た
よ
う
で
、
日
本
は
部
隊
を
増

派
し
た
が
戦
線
は
膠
着
し
た
。
８
月

15
日
、
近
衛
内
閣
は
暴
支
膺
懲
声
明

を
だ
し
、
８
月
17
日
、
北
支
事
変
の

不
拡
大
方
針
放
棄
の
正
式
決
定
を
し

た
。

（
５
）
９
月
28
日
、
国
際
連
盟
は
、
日

本
の
中
国
都
市
爆
撃
に
対
す
る
非
難

声
明
を
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。
日

中
の
戦
い
は
、
世
界
が
注
目
を
し
て

い
た
の
だ
。
ア
メ
リ
カ
は
同
じ
こ
ろ
、

不
戦
条
約
、
九
カ
国
条
約
違
反
に
反

す
る
と
の
声
明
を
出
し
、
そ
の
後
、

積
極
的
に
中
国
を
支
持
し
、
日
米
間

の
緊
張
は
高
ま
っ
て
い
っ
た
。

（
６
）
11
月
12
日
、
日
本
軍
は
３
カ
月

の
苦
闘
の
末
、
や
っ
と
上
海
を
占
領

し
た
。
し
か
し
、
日
本
軍
は
こ
れ
で

軍
事
行
動
を
終
え
る
こ
と
は
せ
ず
、

国
民
党
軍
を
追
撃
し
、
国
民
党
の
首

都
南
京
に
向
か
っ
た
。
だ
が
蒋
介
石

は
、
11
月
20
日
、
首
都
を
重
慶
に
移

し
て
徹
底
抗
戦
の
体
制
に
入
っ
た
。

南
京
は
12
月
13
日
に
陥
落
し
た
。

こ
の
報
を
受
け
、
国
民
は
熱
狂
し
各

地
で
提
灯
行
列
が
な
さ
れ
た
。
国
民

は
こ
れ
で
戦
争
は
終
わ
っ
た
と
思
っ

た
よ
う
だ
。
し
か
し
、
南
京
は
既
に

首
都
で
な
く
、
国
民
党
政
府
は
武
漢

三
鎮
に
拠
点
を
移
し
て
い
た
。
日
本

軍
は
そ
れ
を
追
撃
し
、
昭
和
13
年
５

月
19
日
に
徐
州
、
10
月
27
日
に
武
漢

三
鎮
を
占
領
し
た
が
、
所
詮
こ
れ
は

広
大
な
中
国
の
中
の
「
点
と
線
」
だ

け
の
支
配
で
あ
っ
た
。

昭
和
14
年
初
め
の
時
点
で
日
本
人

戦
死
者
は
既
に
25
万
に
達
し
て
い
た

が
、
日
本
は
こ
の
泥
沼
の
戦
争
を
、

昭
和
20
年
８
月
の
敗
戦
ま
で
続
け
る

こ
と
と
な
る
。

（
７
）
と
こ
ろ
で
、
北
支
事
変
が
中
国

側
か
ら
の
発
砲
で
始
ま
っ
た
の
で
あ

る
と
と
ら
え
、
あ
る
い
は
、
上
海
事

件
が
三
万
の
国
民
党
軍
に
よ
り
日
本

軍
が
奇
襲
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
こ

と
を
と
ら
え
て
、「
日
中
戦
争
は
侵
略

で
な
い
、
自
衛
の
も
の
だ
」
と
主
張

す
る
者
も
少
な
く
は
な
い
。
あ
る
い

は
、「
満
洲
や
中
国
で
の
日
本
の
権
益

を
守
る
た
め
の
自
衛
戦
だ
」
と
の
主

張
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
考

え
は
、
正
し
い
と
い
え
る
の
だ
ろ
う

か
。

（
８
）
い
ず
れ
に
し
て
も
、
日
中
戦
争

は
、
日
本
の
運
命
を
決
す
る
こ
と
に

な
る
。
な
ぜ
、
そ
れ
を
防
げ
な
か
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。

問
題
６：

ト
ラ
ウ
ト
マ
ン
の
仲
介
は

な
ぜ
失
敗
し
た
か
。（
以
下
次
号
）

金
子
博
人

（
か
ね
こ
・
ひ
ろ
ひ
と
）

金
子
博
人
法
律
事
務
所
。
弁
護
士
。
早
稲
田
大
学
法

学
部
卒
業
、
同
大
学
院
修
士
課
程
（
商
法
）
終
了
。

１
９
７
７
年
４
月
弁
護
士
開
業
。
国
際
旅
行
法
学
会

（
Ｉ
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ａ
）
会
員
。
大
東
文
化
大
学
法
科
大
学

院
、
日
本
大
学
法
科
大
学
院
講
師
。
市
場
取
引
監
視

委
員
会
委
員
（
東
京
工
業
品
取
引
所
）。
日
本
プ
ラ

イ
ム
リ
ア
ル
テ
ィ
投
資
法
人
執
行
役
員
。
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